






















































導・助言等が求められる．そこで，第 5 学年（現…第 6 学年）「円の面積」の単元全体の学習内容について，
子どもの反応（思考や行動）とそれに応じた教材・教具，指導方法等を具体的に示した．
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（1）　実施時期　1994 年 10 月






























































面積＝対角線×対角線÷ 2 ＝直径×直径÷ 2 ＝半径 ×
2×半径×2÷2＝半径×半径×2という式を導き出した．
そして，下記のようなまとめを行った．










































・完全な方眼　276 個と 268 個の 2 通り
・不完全な方眼　68 個と 76 個の 2 通り
不完全な方眼の処理方法を考える．
（あ）　2 つで 1…cm2 と考える（教科書）
　　34…cm2（276 ＋ 34 ＝ 310…cm2）
（い）　1…cm2 になるように組み合わせる
　　36…cm2（276 ＋ 36 ＝ 312…cm2）
（う）　1…mm 方眼を利用する
















































　正方形　⇒　8.8 × 8.8 ＝ 77.44
　正三角形　⇒　13.4 × 11.5 ÷ 2 ＝ 77.05
　円　⇒　正方形と正三角形の面積を平均して
（77.44 ＋ 77.05）÷ 2 ＝ 77.245
　（円周率は 77.245 ÷ 25 ＝ 3.0898）
（い）（円板の重さ）÷（1…cm2 あたりの重さ）
　一辺 10cm の正方形（100cm2）の重さ⇒ 4g
　（1…cm2 の重さ　⇒　0.04 ｇ）
　半径 10cm の円板の重さ　⇒　12.7 ｇ
　円板の面積　⇒　12.7 ÷ 0.04 ＝ 317.5（cm2）





　　15.3 × 20 ＝ 306（cm2）












　　10cm × 30cm ＝ 300cm2

















結果：300cm から 330cm　⇒　300 ～ 330（cm2）







































































（い）　円の面積＝円周÷ 4 ×半径× 2
　　　　　　　＝直径×円周率÷ 4 ×半径× 2
　　　　　　　＝半径×半径×円周率
（う）　円の面積＝半径× 6 ×円周÷ 12














円の面積＝（円周÷ 6 ＋円周÷ 3）×半径× 2 ÷ 2
　　　　＝（直径×円周率÷ 6 ＋直径×円周率÷ 3）
×半径× 2 ÷ 2























　　円の面積＝円周÷ 2 ×半径× 2 ÷ 2







































































ページだけを，2，3 時間でできるものを 10 時間かかる
なんて，まったく何を考えてるんだろうねえ．そして，
つくづく考えてみると，それだけ算数に熱心なんだなあ．
その熱心さを他の教科にまわしてほしいなあ．
算数の円のことに関しては，よーくわかった．おかげで，
楽しくできた．うれしかった．おかしかった．どうもあ
りがとうございました．
C 児
はじめは，円の面積を求めるなんて一つしかないと思っ
ていた．でもいっぱいあった．はじめ X 君のは意味がよ
くわからなかったが，最後の方ではよくわかった．X く
んのが一番おもしろかった．Y 君のもなかなかおもしろ
かった．一番よかったのがぼくのだった．
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子どもの感想からもわかるように，自己が設定した課
題は，自己の責任で解決しなければならないという思い
が強い上に，問題を解決する楽しさを十分に味わったよ
うである．また，自己課題の解決には授業時間だけでは
足らないため，授業時間外でも学校や家庭で主体的に問
題解決に当たっていた．さらに，お互いの解法を発表し
合い，練り上げる中で，自らの解法との違いをとらえよ
うとしたり，よりよい方法はどれかを考えたりしていた．
そのことは，個別アプローチ学習のよさであり，多様な
問題解決方法の理解とともに，子ども同士お互いのよさ
を認め合うよい機会となるものであった．
また，ワークシートは，個々の子どもの思考，問題解
決過程を把握した上で作成しなければならない．大村は
まが作成していた「学習のてびき」は，「何をどう学べば
よいかということが細かく書かれているもの」であった．
算数科におけるワークシートも問題解決のために，何を
どう考えればよいかを示すものでなければならない．そ
して，子どもの思考を見とった際，ただ単に「よく考え
なさい」「よく読みなさい」というような助言を与えるの
ではなく，子どもがワークシートに表出したこと（文字，
数，式，表，図，グラフ等々）を瞬時に見とって（形成
的評価），子どもが自力解決できるように的確な指導，助
言を与えなければならない．
課題として次のような点が明らかになった．
まず，カリキュラムの自主編成が求められるというこ
とである．教材・教具の開発，教材配列，時間設定等々
を新たに編成しなければならない．大村はま（1995）は
次のように言っている．
教材は自分で作るのが本当で，それこそが適切な教
材であるはずです．
次に，子どもの問題解決過程における思考を理解して
おかねばならない．しかも，全体的傾向だけではなく，個々
の子どもの思考を予想しておく必要がある．「この学びで
は，こういうルートを通って学ぶのがよいだろう」「ここ
であの子はこう考え，こう反応するだろうから，こうい
う指導をしよう．」「多様な解決方法の一つ一つにどう対
応するか．」「多くの解法をいかに練り上げるか．」など，
事前の十分な準備が必要である．それに基づいてワーク
シートを作成したり，個に応じる準備をしたりしておか
なければならない．本実践において想定外の考えやつま
ずきが出てきたため，即座に対応することが難しいこと
があった．事前の準備が必ずしも完璧であったとはいえ
ない．指導の個別化を行うにあたって，最も留意すべき
こととして課題が残った．
さらに，子どもの問題解決過程における思考を支援す
るための教具（学習具）の開発，子どもが自己の解決方
法を他者に説明するための教具（学習具）の開発等，指
導者自身が算数概念の形成と子どもの実態に即した教材・
教具の開発が求められる．しかし，本稿で示した開発教
具（学習具）が子どもの問題解決に最適なものであった
とは言い切れない．ただ，最高の教具（学習具）を求め
るのではなく，子どもの学びにとって最適な教具（学習具）
を求め続けたい．
第三次…第 2 時で江戸時代の和算家（村松茂清，関孝和，
建部賢弘，松永良弼など）が行った円周率や円の面積を
求める方法を子どもに紹介し，自分たちの考え方との比
較検討を行わせたが，本稿では紙面が限られているため
省略した．
最後に，本稿で示した実践例は，一つの事例にしか過
ぎない．個別化教育における教材・教具の重要性，ワー
クシートの活用などを通して効果を挙げた多くの実践事
例の報告を待ち望んでいる．
本稿で紹介した実践の理論的裏づけとなる先行研究や
データについて分析したものは，「少人数学習における指
導の個別化に関する一考察」（山本　2015）として発表し
ているので，参考にしていただきたい．
なお，本単元の授業では，計画に示したように第三次
の第 2 時に「和算における円の面積・円周率」について
の指導を行った．それについては紙面の都合上省略した．
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